
　1歳代の後半頃から自我が芽生え、自分でやりたいけどうまくできないことでかんしゃくを起こすようになります。この
時期の失敗や成功が、後々のお子さんの自立につながるので、上手に対応しながら見守りましょう。

　お子さんの「イヤイヤ」「自分で」は、成長の1つの表れです。
温かく受けとめてあげながら、自我が芽生える大切なこの時期を、親子一緒に乗り越えていきましょう！！

イヤイヤ期はどのお子さんにもやってきます

子育てナビ

その1

その2

その3

子どもの「イヤ」の気持ちを大人が言葉にして、返してあげましょう。
〇〇が嫌だったんだよね、と気持ちに寄り添ってあげましょう。

別の選択肢を提案
少し落ち着いたころにどっちがいい？どっちからする？と聞き、
選択したり、順番を選んでもらったりするようにしましょう。

環境を変えるなど気持ちを切り替えましょう。
外に出て環境を変えたり、違う遊びに誘ったりしてみましょう。

問　子ども家庭センター　☎356-6711

１１月は児童虐待防止推進月間です

★子どもの気持ちを上手に切り替えるテクニック

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけた時や、ご自身が妊娠・出産、子育て
に悩んだときには、児童相談所や町の相談窓口に連絡してください。

ー令和６年度標語ー
「189（いちはやく）　　　　　　　

気づいてあげて
　　　　　　　　　  そのサイン」

●“しつけ”と“虐待”はちがいます

・子どもは自分の意見や考えを言うことができます。 
・親は他人からの助言や社会的な規範を受け入れます。

“しつけ”の場合
・子どもは自分の意見や考えを言うことができません。
・親は他人からの助言を聞こうとしません。

“虐待”の場合

自分で選んだ満足感もあって、
気持ちが切り替えやすくなります

お散歩に
行ってみよう

このおもちゃで
遊びたかったんだね

児童虐待防止講演会を開催します 「親子関係がぐ～んと良くなるほめ育児のススメ」
宮城県発達障害者支援センター「えくぼ」
心理相談員　白石 雅一　氏
１１月２１日（木）まで子ども家庭センターに電話または
二次元コードからお申し込みください。

●講演内容
●講　　師

●申込方法11月25日(月）　午後1時30分～
保健福祉センター　大ホール

●と　　き
●と こ ろ

●虐待かなと思ったら・・・
　迷わず役場などの関係機関に連絡（通告）してください。連絡（通告）した人の秘密は法律で守られています。

身体的虐待 ネグレクト（養育の拒否・保護の怠慢）

心理的虐待 性的虐待

　殴る、蹴る、首を絞める、投げ落とす、熱湯をかける、戸外に閉め出す
など、体に傷あとが残ったり、生命が危うくなるようなけがをさせることなど 

　適切な食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気やけがをしても
医師に診せない、家に閉じ込める、同居人による暴力を放置するなど 

　子どもの存在を無視したり、言葉によるおどしや脅迫、きょうだい
間の差別的な扱い、子どもの前でＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）
行為を行うことなど心に不安や恐怖を与えること 

　性的いたずらや、性的行為の強要、子どもをポルノグラ
フィの被写体に強要するなど

●子育てに関する不安や悩みがあったら・・・
　子育ては思うようにいかないものです。不安や悩みを一人でかかえこまず、お気軽にご相談ください。

●連絡・通告先

子育てに
関する相談先▶

【宮 城 県 中 央 児 童 相 談 所】　☎７８４-３５８３
【児童相談所全国共通ダイヤル】　☎１８９（24時間）
【子 ど も 家 庭 セ ン タ ー】　☎３５６-６７１１※

※夜間でも可。夜間の場合は守衛室に電話がつながります。児童
虐待の連絡であることと連絡先を守衛に伝えてください。折り返し
担当職員から連絡します。

いちはやく
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利府のできごとを
写真とともに
おとどけします！フォトりふ

企業版ふるさと納税による寄附をいただきました
　町の地方創生の理念に賛同いただき、企業版ふるさと納
税を活用して寄附していただいた企業様をご紹介します。

企業名
昱機電株式会社様

東北パイプターン工業株式会社様

寄附金額
30万円
100万円

活用先
快適な都市空間をつくる事業
魅力ある地域産業をつくる事業

トイレカーが返却されました
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震で被災した石川県能登町
に派遣していたトイレカー２台が、能登町内の避難所や下水道の未
修理地区に設置されるなど、約７か月間の支援を終え帰庁しました。
　本町では、今後も能登半島地震で被災されました皆さまへの
支援を継続してまいります。

9/9 月 9/20 金

秋の交通安全街頭キャンペーン
「事故なし作戦」を実施しました
　県道塩釜吉岡線利府消防署南側交差点において、町内の
交通安全関係団体の皆さまとともに、ドライバーや歩行者へ
「事故なし」の願いを込めて、安全運転を呼び掛けました。

キャリアシップ講演会
「夢にまっすぐ ～志教育の実践～」を開催しました
　菅谷台小学校卒業生であるパリオリンピック出場の小林優吾選手
（バドミントン男子ダブルス）を講師にお迎えし、子どもたちへ夢を
持つことの大切さについて講演を行っていただきました。また、
講演終了後にはバトミントンのデモンストレーションを実施し、オリ
ンピック選手の迫力あるプレーを間近で披露していただきました。

9/24 火 9/27金

町内美化活動を実施していただきました

　町内の建設業、造園業などで組織する利府町建設災害防止協議
会会員の皆さまに、菅谷台調整池周辺の除草作業や周辺道路の
清掃活動を実施していただきました。同協議会には災害時の支援
活動だけでなく、毎年の除草や道路清掃等のボランティア活動を
とおして、町内の環境美化に努めていただいています。

昱機電株式会社様 東北パイプターン工業株式会社様
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